
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           

 

Ａ．研究目的 

 

本研究は、多くの市町村及び広域連合

が実施可能な糖尿病性腎症重症化予防プ

ログラムを開発することを目的としてい

る。今回その研究の一環として、効果的

で実施継続が可能な標準的保健指導方法

の開発につなげるため、地域住民の糖尿

病管理と社会的要因との関連の検討を行

った。重症化予防事業は、今後地域にお

いて展開されていくため、本検討によっ

て、地域住民のコントロール状況の実態

と社会参加等の社会要因の関連性を明ら

かにすることで、効果的な介入の糸口お

よびプリグラム活用への示唆を得ること

を目的とした。 

 

Ｂ．研究方法 

 対象者は高齢者長期縦断疫学研究

（SONIC 研究）に参加した地域在住の73

±１歳911名である。会場調査にて、採血、

問診、アンケートおよびインタビューを

実施した。社会的要因である認知的ソー

シャルキャピタル（以下、認知的 SC）に

ついては信頼・互酬性・地域貢献に関し

て1,そう思う～4,そう思わない、の4件法

で尋ねた。また、社会参加については地

縁組織やボランティアなど9団体に関し

て「積極的に参加している」「入っている

が積極的には参加していない」「入ってい

ない」の3件法で尋ねた。余暇活動につい

ては、身体的活動41項目、趣味活動44項

目、個人的社会活動8項目、公的社会活動

11項目、宗教活動4項目、学習活動11項目

のそれぞれの活動について実施有無を尋

ねた。得られた回答と HbA1c 値および糖

尿病治療薬服薬有無との相関関係を検討

した。倫理的配慮として、調査依頼文に

調査の手指、調査対象の匿名性の確保、

参加拒否の権利、プライバシーの保護な

どについて明記した。調査票の返信およ

び調査会場での説明と同意書への直筆サ

イン（または代理者のサイン）をもって

調査に対するインフォームド・コンセン
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Ｃ．研究結果 

随時血糖が 200mg/dl または HbA1c≧

6.5%または糖尿病治療薬の服薬がある、

糖尿病と判断された者は 133 名(男性

60.2%,女性 39.8%)であり、その HbA1c 平

均値は 6.9%、服薬ありは 70 名（66.7%）

であった。これら 133 名において、服薬

については、互酬性(r=-0.220),地域貢献

(r=-0.307）が高い程に、またグランドゴ

ルフ(r=0.203)、老人会活動(r=0.206)を

している程に、有意に服薬有りと関連が

認められた。余暇活動の中の「カラオケ」

に参加している場合に、HbA1c が高いと

いう（r=0.274）、有意な関係性が認めら

れた。 

 

Ｄ．考察 

  認知的 SC が高い、あるいは団体での余

暇活動への参加がある高齢者は、医療機

関を受療し治療を継続しているという関

連性が示唆された。最近の海外の研究に

おいて、社会的交流をもつ者では、2 型

糖尿病の発症リスクが 5－12%低下する

ことや、社会的交流参加が乏しい場合は、

糖尿病予備軍または発症リスクが大きく

上昇することが報告されており[1]、本検

討はこれらを支持する結果であった。一

方、余暇活動の中でもカラオケという活

動は血糖コントロール不良と関連を示し

たことから、これは習慣的に飲食を伴う

ことに起因する可能性が推察された。本

邦では、65 歳以上の高齢者において、友

人にほとんど会わない場合や、友人がい

ない場合は糖尿病コントロール不良のリ

スクが高まるという報告がされており、

社会的関わりが重要であることが示唆さ

れている[2]。社会参加の規模や種類等で、

2 型糖尿病を予防したりコントロールを

良好にできる可能性があることから、こ

れらの社会的側面を活用した地域介入を

検討しながらプログラムを活用していく

ことが効果的であると考えられた。 

 

Ｅ．結論 

地域在住の高齢者において、認知的 SC

が高いこと、また余暇活動等の社会参加

があることは糖尿病管理に関連する可能

性が示された。またこれらは活動の内

容・種類によって、予防的またはコント

ロール不良の両方向に関連することが示

唆された。効果的な地域住民の糖尿病対

策を実施するためには、社会的側面の考

慮も重要である。 
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